
























































































問題文 体重を圃る 成功を國める 自らを圃みる 頭が國い 薬が圏く
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表2穀物と果物の課題に用いた漢字
穀物 米 麦 粟
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図18漢字選択課題（1，C）のP3。。一N4。。間の潜時と電位の差（d1副，d∂mρ）
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められる。
この平面上で、マハラノビスの距離を使って3群判別分析を試みると、
図18の直線①、②が求められた。これらの直線により（4厩，4σ吻）とい
う変数の組は測定日に対応した3つのグループに完全に判別される。また
判別のよさの指標であるWilksのAの値はo．061となり、この値を用いて群
問の差に関する検定（Rao（1973））を行うと有意水準5％で帰無仮説は棄
却され、群間には差があることが示された。
さらに、これらの直線の傾きや図の分布の様子から、判別に有効な統計
量は潜時4観よりも振幅吻吻であることが認められる。また、グループ
（1）・（2）・（3）のそれぞれの平均値はほぼ一直線上に並ぶことに気づく。
平均値のみの相関係数を求めると0．996である。この回帰直線を求めると
4α柳＝0．0373伽渉一L3733
となる。この直線はいわば学習進捗直線（もしくは曲線）と呼ぶことがで
きる。この広い意味での学習直線（曲線）は個人や学習内容により存在し、
学習の進行とともに一定の方向へ動いていくものであると推定される。ま
た1日の実験の中でも、繰り返しにより測定点が右上（潜時大、振幅大）
に移動する傾向があった。
5．結論
以上の解析と考察より次のように結論できる。
（1）日本語の文章を提示し、その部分にふさわしい漢字1字を左右に並ん
だ選択肢から選択する課題を行い、その課題を実行する際に生じる事
象関連電位の測定を行った。
（2）（1）に含まれる意味のある電位の検出のために、反射のみ、記号の判
別のみ、記号の大小比較、（1）と類似した他の日本語の漢字課題の比
較などの対照実験を行い、そのときの事象関連電位を測定した。
（3）（1）と（2）の事象関連電位との比較から、（1）の課題では視覚誘発電位、
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認知のP3。。のほかに日本語解釈関連のN4。。、左右判定の電位P3。。、P45。、
指動かしにも関連していると考えられるN55。などの電位が推定された。
ただし、N55・は指を動かさない場合にも出現しており、指動かしのみ
に関連するわけではないことが考えられる。
（4）漢字選択課題では、得意な問題ほど出現電位がはやく、振幅が大きい
などの結果が得られた。
（5）（1）の漢字選択課題についてP3。。とN4。。間の潜時と振幅の差を定義して、
事象関連電位の特徴化を行った。その結果、学習が進むにつれて、潜
時の差も振幅の差も大きくなる傾向があり、平均値を用いると学習進
捗直線（曲線）を求めることが可能であった。
以上のことから、事象関連電位を用いて、簡単な学習課題の進行状況が
客観的定量的に把握できることがわかり、主にP3。。とN4。。の振幅の差が進
行状況を把握するのに有効であることがわかった。この結果が、他の被験
者や他の課題についても成立するかなどの検討については今後の課題であ
る。
信頼性の検討は今後とも必要であるが、本論文で提案した学習進捗度評
価法は、事象関連電位を簡単に測定できるハードウェアが開発されれば、
本報告で示した特定電位の潜時や振幅によって学習の進捗状況を脳波レベ
ルで客観的に評価しながら学習を進めることを可能とする。この技術は個
人の興味や関心に応じた教育環境の実現に有効であると考えられる。
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